
　
昭
和
22
年
に
制
定
さ
れ
た
農
業
災
害
補
償

制
度
は
、本
年
、制
度
施
行
70
周
年
と
い
う
節

目
の
年
を
迎
え
ま
す
。

　
農
作
物（
米
・
麦
）、蚕
繭
、家
畜
の
三
つ
の

共
済
事
業
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
本
制
度
は
、

時
代
の
変
化
と
と
も
に
任
意
、果
樹
、畑
作

物
、園
芸
施
設
と
事
業
を
追
加
拡
大
し
て
き

ま
し
た
。そ
し
て
現
在
、現
行
制
度
の
改
正
と

収
入
保
険
制
度
の
導
入
と
い
う
大
転
換
を
前

に
、
70
周
年
と
い
う
節
目
が
一
層
重
み
の
あ

る
年
に
な
る
と
と
も
に
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
新

た
な
ス
タ
ー
ト
に
な
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、全
国
の
応
募
か
ら
70
周
年
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
が
、「
備
え
の
種
を
ま
こ
う
。」に

決
定
し
ま
し
た
。こ
の
フ
レ
ー
ズ
を
合
言
葉

に
、今
後
も
リ
ス
ク
に
対
す
る
備
え
の
大
切

さ
を
呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
。
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【作り方】
①キャベツ、アスパラはラップに包んでレンジで軽く加熱。（生で

もよい）
②１/２したアスパラ３本をキャベツで巻く、さらに豚肉で巻く。
③片栗粉を薄くまぶす。
④フライパンに油を熱して③を転がしながら焼く。
⑤Aをからめて汁気がなくなるまで煮る。
※参考：アスパラガスは5ミリ幅の斜め切りして酢味噌で和えた

り、ゆで卵と一緒にマヨネーズで和えるのも美味しいですよ。

【材料】（１人前）

アスパラの肉巻き

農業のかたわら、
地域活動栄養士として
活躍している。

さとう　ひろみレシピ提供
竹田市荻町 佐藤 弘美さん

豚モモ薄切り 70g
キャベツ 小２
アスパラガス ２～３本
片栗粉 少々
油 少々

中津市
かね  だ  え  り

金田　恵理さん（26）

がんばる若者を応援します！ ①現在の仕事内容
②仕事で苦労したこと
③仕事で喜びを感じること

④自分のチャームポイント
⑤休日の過ごし方
⑥10年後の自分は？

①家畜診療所に勤務し家畜
の診療を行っています。

②県外出身のため土地勘が
なく、農家を覚えることが
大変でした。

③初めて経験する症状を完
治させ、元気になってくれ
たことが嬉しかったです。

④スポーツが好きで体が丈
夫なこと。

⑤２匹の愛猫と過ごすこと
が癒しです。

⑥畜産農家の助けとなるよ
うな高度な医療を提供出
来るようになりたい。

竹田市久住町
え とう けい すけ

江藤　圭介さん（32）

竹田市久住町
え とう けい すけ

江藤　圭介さん（32）

①繁殖牛45頭、水稲47アー
ルを両親と一緒に行って
います。

②仔牛の育成で分娩から3ヶ
月くらいまでの管理が大
変です。

③肥育農家さんから褒められ
た時が一番うれしいです。

④笑顔。
⑤少年野球の監督として週

2～3日指導しています。
⑥経営規模が今の倍になる

ように頑張ります。

①繁殖牛45頭、水稲47アー
ルを両親と一緒に行って
います。

②仔牛の育成で分娩から3ヶ
月くらいまでの管理が大
変です。

③肥育農家さんから褒められ
た時が一番うれしいです。

④笑顔。
⑤少年野球の監督として週

2～3日指導しています。
⑥経営規模が今の倍になる

ように頑張ります。

A

しょう油 大さじ１
みりん 大さじ１
酒 大さじ１
砂糖 大さじ１/２

「NOSAIおおいた」は、大分県農業を支える農業共済組合です
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ト
ラ
ク
タ
ー

　
　点
検・整
備
の
ポ
イ
ン
ト

特集

農業共済制度施行70周年



ロ
ー
タ
リ
ー
の
点
検
・
整
備

役
　
　
割

　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ジ
ョ
イ
ン
ト
は
、
本
体
の
Ｐ
Ｔ

Ｏ
駆
動
軸
か
ら
ロ
ー
タ
リ
ー
の
動
力
入
力
軸
へ
の

動
力
伝
達
を
行
う
。

ポ
イ
ン
ト

①�

本
機
側
と
ロ
ー
タ
リ
ー
側
の
接
続
箇
所
（
Ｐ
Ｔ

Ｏ
軸
ス
プ
ラ
イ
ン
）
の
泥
の
除
去
と
洗
浄
後
の

磨
耗
状
態
の
確
認
。
作
業
後
は
常
に
洗
っ
て
注

油
し
て
く
だ
さ
い
。

②�

本
機
側
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
ロ
ッ
ク
ピ
ン
の
動
き
が

ス
ム
ー
ズ
か
確
認
し
注
油
を
行
う
。

③�

ジ
ョ
イ
ン
ト
の
自
在
継
手
（
ヨ
ー
ク
）
部
分
の

ガ
タ
の
確
認
。
ガ
タ
が
あ
る
場
合
は
修
理
に
出

し
ま
し
ょ
う
。

※�

ロ
ー
タ
リ
ー
側
も
同
一
の
点
検
整
備
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

役
　
　
割

　
耕
う
ん
時
の
均
平
と
耕
う
ん
深
さ
等
を
本
体
の

マ
イ
コ
ン
に
伝
え
る
情
報
板

ポ
イ
ン
ト

①�

整
地
板
に
曲
が
り
が
無
い
か
、
ま
た
加
圧
ス
プ

リ
ン
グ
の
ゴ
ミ
の
除
去
と
左
右
の
加
圧
位
置
の

確
認
と
調
整

②�

自
動
深
耕
機
能
が
あ
る
ロ
ー
タ
リ
ー
は
、
本
機

側
か
ら
く
る
ワ
イ
ヤ
ー
の
動
き
と
関
連
金
具
の

曲
が
り
等
を
確
認
し
、
整
地
板
を
手
で
上
下
さ

せ
て
動
き
の
状
態
を
確
認
す
る
。

※�

耕
う
ん
時
に
ロ
ー
タ
リ
ー
を
尾
輪
使
用
で
行
う

場
合
は
、
マ
イ
コ
ン
機
能
（
自
動
深
耕
・
傾
斜

角
度
等
）
を
（
切
）
に
し
て
作
業
し
て
く
だ
さ

い
。
マ
イ
コ
ン
が
（
入
）
の
状
態
で
は
、
深
さ

の
設
定
如
何
で
ト
ラ
ク
タ
ー
に
無
益
な
作
業
を

課
す
こ
と
に
な
り
、
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
り

ま
す
。

2

耕
起
シ
ー
ズ
ン
本
番
！

　
農
機
具
で
は
、
ま
ず
点
検
箇
所
が
ど
ん
な
役
割
を

担
う
場
所
で
あ
る
の
か
を
知
る
こ
と
で
、
確
認
す
べ

き
こ
と
が
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
分
か
り
ま
す
。
耕
起

前
・
耕
起
後
の
整
備
・
点
検
は
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う
。

PTO軸スプライン

ヨーク部分

ロックピン

整地板に
曲がりが
ないか確認

スムーズな
交換のためにも、
常に整備を

加圧スプリングの
加圧位置の
確認と調整

ト
ラ
ク
タ
ー
点
検
・

　
　  
整
備
の
ポ
イ
ン
ト

ロ
ー
タ
リ
ー
の
動
力
伝
達
装
置
（
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
ジ
ョ
イ
ン
ト
）
の
点
検

ロ
ー
タ
リ
ー
の
整
地
板
の
点
検

2



ト
ラ
ク
タ
ー
の
点
検
・
整
備

役
　
　
割

　
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
は
「
冷
却
・
防
錆
・
機
密
・

清
浄
・
耐
磨
耗
・
圧
力
分
散
」
の
６
つ
の
役
割
を

担
い
ま
す
。
劣
化
が
激
し
い
と
エ
ン
ジ
ン
の
不
調

の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト

①�

検
油
ゲ
ー
ジ
で
量
と
劣
化
状
態
を
確
認
す
る
。

②�
指
に
つ
け
て
汚
れ
・
粘
り
を
確
認
し
ま
す
。

③�
交
換
の
目
安
は
、
一
般
的
に
最
初
の
使
用
は
ア

ワ
ー
メ
ー
タ
ー
50
時
間
と
し
、
以
降
は
１
５
０
～

２
０
０
時
間
毎
の
交
換
が
適
当
。
機
械
を
使
用

し
な
い
場
合
で
も
オ
イ
ル
は
劣
化
し
ま
す
。
使

用
頻
度
に
応
じ
て
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

オ
イ
ル
エ
レ
メ
ン
ト
の
交
換
は
、
オ
イ
ル
交
換

２
回
に
１
回
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。

役
　
　
割

　
ジ
ョ
イ
ン
ト
か
ら
の
動
力
を
ギ
ヤ
ー
ケ
ー
ス
で
受

け
、チ
ェ
ー
ン
ケ
ー
ス
に
伝
達
し
爪
軸
を
回
転
す
る
。

ポ
イ
ン
ト

①
オ
イ
ル
の
劣
化
と
量
の
点
検
・
交
換
。

②�

ギ
ヤ
ー
ケ
ー
ス
オ
イ
ル
の
汚
れ
は
ド
レ
ー
ン
ボ

ル
ト
を
緩
め
て
汚
れ
を
確
認
。

③�

チ
ェ
ー
ン
ケ
ー
ス
は
油
量
点
検
ボ
ル
ト
を
外
し
て

量
を
確
認
し
補
充
ま
た
は
規
定
量
を
交
換
す
る
。

役
　
　
割

　
耕
う
ん
爪
は
磨
耗
す
る
と
土
壌
の
反
転・砕
土・

鋤
き
込
み
精
度
が
落
ち
馬
力
の
ロ
ス
と
な
る
。

ポ
イ
ン
ト

①�

耕
う
ん
爪
の
欠
落
・
欠
損
・
磨
耗
・
変
形
と
ボ

ル
ト
の
ゆ
る
み
を
確
認
。
交
換
後
は
ゆ
る
み
や

す
い
の
で
適
時
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

②�

作
業
後
は
必
ず
ロ
ー
タ
リ
ー
を
洗
浄
。
洗
浄
す

る
こ
と
で
状
態
の
確
認
が
で
き
る
。

役
　
　
割

　
ラ
ジ
エ
タ
ー
フ
ァ
ン
（
エ
ン
ジ
ン
冷
却
）
の
作

動
と
オ
ル
タ
ネ
ー
タ
（
発
電
機
）
及
び
ギ
ヤ
ー
ポ

ン
プ
の
作
動
を
行
う
。
ベ
ル
ト
が
緩
む
と
バ
ッ
テ

リ
ー
へ
の
充
電
量
が
不
足
し
、
バ
ッ
テ
リ
ー
あ
が

り
を
招
き
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト

①�

ベ
ル
ト
の
伸
び
か
ら
く
る
緩
み
、
亀
裂
、
磨
耗

等
の
確
認
を
行
う
。
す
べ
り
音
（
キ
ュ
ル
キ
ュ

ル
音
）
が
し
な
い
か
確
認
す
る
。

②�

ベ
ル
ト
は
、
渡
り
の
一
番
長
い
と
こ
ろ
を
指
で
押

さ
え
て
10
㎜
前
後
の
タ
ワ
ミ
量
を
目
安
と
す
る
。

③�

ベ
ル
ト
の
亀
裂
・
側
面
の
磨
耗
を
目
視
で
確
認

す
る
。（
Ｖ
ベ
ル
ト
は
、
プ
ー
リ
ー
の
縁
よ
り

薄
く
な
っ
た
ら
磨
耗
し
て
い
る
の
で
注
意
）

役
　
　
割

　
エ
ン
ジ
ン
冷
却
が
主
た
る
役
割
で
、
充
填
水
は

ラ
ジ
エ
タ
ー
錆
止
・
凍
結
防
止
の
効
力
を
持
つ
。

ポ
イ
ン
ト

①�

冷
却
水
の
確
認
（
リ
ザ
ー
ブ
タ
ン
ク
で
水
量
を

確
認
）。
交
換
目
安
は
２
年
に
１
回
。

②�

ラ
ジ
エ
タ
ー
防
塵
網
及
び
ラ
ジ
エ
タ
ー
コ
ア
の

目
詰
ま
り
を
確
認
。

③�

リ
ザ
ー
ブ
タ
ン
ク
の
水
量
は
、
適
正
範
囲
を
示

す
上
部
ラ
イ
ン
ま
で
水
量
が
あ
る
こ
と
で
適
正

と
認
識
し
て
く
だ
さ
い
。
上
部
ラ
イ
ン
に
な
い

と
き
に
は
補
充
し
て
く
だ
さ
い
。

オイルエレメント

爪のゆるみは、
ハンマーで叩いて確認。
鈍い音がしたら
締めましょう

エンジンオイルは指につけて、
新しいオイルと比較して、
色や粘り気を確認しましょう

タワミ量の調整は、発電機の上部
ナットをゆるめ、手前にひいて
張り具合を確認し固定する

ラジエター防塵網とラジエターコアの目詰まりは、
コンプレッサーや洗浄機で除去しましょう

フ
ァ
ン
ベ
ル
ト

リ
ザ
ー
ブ
タ
ン
ク

防
塵
網

ラジエターコア

ギ
ヤ
ー
ケ
ー
ス
・
チ
ェ
ー
ン
ケ
ー
ス
の

オ
イ
ル
点
検
・
交
換

耕
う
ん
爪
の
点
検

エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
の
点
検

フ
ァ
ン
ベ
ル
ト
の
点
検

ラ
ジ
エ
タ
ー
の
点
検

3



③�

バ
ッ
テ
リ
ー
液
量
の
確
認
を
行
い
（
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
フ
リ
ー
品
は
除
外
）、
減
少
し
て
い
れ
ば

蒸
留
水
の
補
充
を
行
い
ま
す
。
蒸
留
水
は
給
油

所
等
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

※�

液
量
の
確
認
の
仕
方
は
、
バ
ッ
テ
リ
ー
を
揺
ら
し

て
水
位
を
目
視
。
バ
ッ
テ
リ
ー
は
６
セ
ル（
６
室
）

に
仕
切
ら
れ
て
セ
ル（
室
）毎
に
液
量
が
変
化
し
ま

す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
確
認
し
、
少
な
い
室
に
液
を

補
充
し
ま
す
。
規
定
量
の
範
囲
の
線（
下
の
線
と

上
の
線
）の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
適
量
と
判
断
さ
れ

ま
す
が
、
補
充
の
判
断
と
し
て
は
、
上
の
線
ま
で

な
い
も
の
は
補
充
す
る
と
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

安
全
フ
レ
ー
ム
は
必
ず
規
定
の
位
置
で
使
用

し
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
等
、
安
全
に

注
意
し
て
農
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

役
　
　
割

　
エ
ン
ジ
ン
に
き
れ
い
な
空
気
を
取
り
込
む
パ
ー

ツ
で
す
。
詰
ま
る
と
不
完
全
燃
焼
か
ら
出
力
低
下

の
要
因
に
な
り
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト

①�

エ
レ
メ
ン
ト
を
取
り
外
し
て
ほ
こ
り
詰
ま
り
を

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
で
掃
除
し
ま
し
ょ
う
。
汚
れ

が
付
着
し
て
落
ち
な
い
場
合
は
交
換
し
ま
す
。

付
着
を
避
け
る
た
め
に
も
清
掃
は
頻
繁
に
行
い

ま
し
ょ
う
。

役
　
　
割

　
機
械
の
始
動
に
不
可
欠
な
主
電
源

ポ
イ
ン
ト

①�

バ
ッ
テ
リ
ー
端
子（
接
続
部
）の
腐
食
と
取
付
の

緩
み
の
確
認
を
行
い
、
腐
食
は
ワ
イ
ヤ
ー
ブ
ラ

シ・ペ
ー
パ
ー
や
す
り
等
で
研
磨
し
て
く
だ
さ
い
。

②�

端
子
の
取
付
ボ
ル
ト
が
腐
食
し
て
い
る
場
合
は

交
換
し
、
し
っ
か
り
と
締
め
付
け
て
く
だ
さ
い
。

コンプレッサーは外側と内側の
両方から吹きかけましょう

エ
ア
ー
ク
リ
ー
ナ
ー

【取材協力】
JA全農おおいた
資材部　農業機械課
機械課プランナー

川上 高生さん

耐用年数を過ぎた農機具も、新調
達価額（新品価格）の50％まで共
済金額(お支払いする共済金の限
度額)を設定できます。

共済金額100万円の場合、火災共済で
年間1,000円、総合共済で年間6,000円です。

加入できる農機具

火災を主に補償する
農機具火災共済

ワイドな補償の
農機具総合共済

共済金 損害額 － 免責額= ×
共済金額（加入額）
新調達額（新品価格）

田植機・トラクター・コンバイン、
耕うん整地・栽培管理・収穫用から
畜産・運搬用機具まで、新調達価額
（新品価格）40万円以上の機種が
加入できます。

※損害防止義務を怠った場合は免責されます。
また、損害額は部品代、技術料、出張料、引上げ・引起し料、運搬
費等を対象とし、農機具修理店の見積を審査して決めます。

加入できる共済金額 掛金と共済金

20万円～2,000万円

備えて安心！
の農機具共済

補償のタイプは２種類

エ
ア
ー
ク
リ
ー
ナ
ー
の
点
検

バ
ッ
テ
リ
ー
の
点
検

安
全
な
農
作
業
を

4



高野　伸治
参事

総括責任

松木　徹成
総務部　部長

総務業務総括責任

正木　良伸
総務部　総務課　課長

全般

平松　徹朗
総務部　総務課　係長

経理

千原　秀美
総務部　総務課　係長

経理

角　　友徳
総務部　総務課　係長

庶務・管理

後藤　弘成
総務部　総務課　主事

経理・庶務

橋爪　　勉
監査部　部長

監査業務総括責任

荒金　重和
監査部　監査室　室長

全般

矢野　正幸
監査部　監査室　係長

内部監査・研修

広瀬　将人
監査部  監査室　技師

システム

足立　哲郎
監査部　監査室　主事

広報

大崎真一郎
事業部　部長

事業業務総括責任

河津　森元
事業部　収穫共済課　課長

全般

佐藤　勇夫
理事

森　　宗一
理事

栁井　正二
理事

三上　忠治
理事

長野　幸生
理事

山田　定男
理事

宮川　竹則
理事

上野　勝美
理事

江藤　正隆
理事

宇都宮　巧
監事

小野　範義
監事

佐藤　　茂
代表監事

平成29年度執行体制と職員配置のお知らせ
「備えの種をまこう。」 ― NOSAI制度70周年キャッチフレーズ ―

　本年は、「農業災害補償法」施行70周年の節目の年です。収入保険制度の導入や制度改正等、大
きな変化に対応しつつ、今後も組合員の皆様との信頼関係強化と、県内すべてにNOSAIのセーフ
ティネットを提供することで、「備えあれば憂いなし」の生産体制構築を目指します。

阿部　順治
組合長理事

大塚　惟敬
副組合長理事

髙瀬　義德
理事

岩本　龍年
理事

甲斐　善馬
理事

平岡　寛二
理事

理
　
　
事

監
　
　
事

本
　
　
所

役
　
　
員

猪原　康行
事業部　収穫共済課　主幹

農作物共済
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笠木　圭二
事業部　資産共済課　係長

園芸施設共済

右田　智幸
収穫共済課　課長補佐
農作物・畑作物・果樹

別府

福島　裕志
収穫共済課　係長

農作物・畑作物
安岐

河村　恭道
収穫共済課　係長

果樹
杵築

河野　平良
収穫共済課　主任

農作物・畑作物
山香

亀井　秀一
収穫共済課　主任

農作物・畑作物
国東

熊谷　雅之
資産共済課　課長

全般
山香

安藤　貴徳
資産共済課　審査役
園芸施設・家畜・任意

大田

中嶋　博明
資産共済課　係長

家畜
安岐

中本健太郎
資産共済課　主任

園芸施設
国東

安部　清明
収穫共済課　課長

全般
飯田・南山田

日野　裕充
収穫共済課　課長補佐

果樹
東飯田・野上

鶴岡　剣治
収穫共済課　課長補佐

農作物・畑作物
森・八幡

田中　正憲
収穫共済課　係長
農作物・無人ヘリ

三津江・大山

三笘　昭憲
収穫共済課　係長

果樹
日田①

嶋末　昌也
収穫共済課　主任
農作物・無人ヘリ

東飯田・野上

綾垣　耕太
収穫共済課　主任

果樹・一般損防
日田②

梅木　聖治
収穫共済課　主任
農作・畑作・一般損防

天瀬

香園　信也
収穫共済課　主事
農作・畑作・一般損防

飯田・南山田

小城　拓司
資産共済課　主事

家畜・園芸施設
三津江・大山

麻生　正明
資産共済課　課長

課・診療所全般
日田②

河津　勝治
資産共済課　課長補佐

園芸施設・任意
天瀬

西島　稔之
資産共済課　課長補佐

家畜
玖珠・北山田

高野　　誠
資産共済課　係長

家畜
玖珠・北山田

志谷　慎一
資産共済課　係長

任意
日田①

落合　克嗣
資産共済課　係長

園芸施設・家畜
玖珠・北山田

大石　圭介
資産共済課　主査

家畜・一般損防
日田③

佐藤　一朝
事業部　収穫共済課　係長

畑作物共済

橋本　竜次
事業部　収入保険対策室　室長
収入保険・果樹共済全般

石田憲之助
事業部　収入保険対策室　係長
収入保険・果樹共済（評価）

神﨑　美穂
事業部　収入保険対策室　主任
収入保険・果樹共済（引受）

久々宮徳寿
事業部　資産共済課　主幹

任意共済全般

日高哲次郎
事業部　資産共済課　課長補佐（獣医師）

家畜共済全般

東　　　豊
事業部　資産共済課　課長

全般

後藤　　浩
支所長

支所総括
杵築

中山　裕久
総務・リスク管理課　課長
総務業務全般・収入保険

日出

神﨑　弘和
事業部　資産共済課　係長（獣医師）
家畜共済（事故）

八坂　正史
総務・リスク管理課　係長
経理・庶務・収入保険

山香

伊藤由布子
事業部　資産共済課　技師（獣医師）
家畜共済（引受）

乙部　勝美
収穫共済課　課長

全般
国東

東
部
支
所

重光　秀信
資産共済課　主任

家畜
国見

立脇　泰志
資産共済課　主任

任意
武蔵

金澤　一郎
資産共済課　嘱託

任意
杵築

穴井　浩史
支所長

支所総括
日田③

小野　拓志
総務・リスク管理課　課長
全般・収入保険

森・八幡

安部　啓介
総務・リスク管理課　主任
経理庶務・女性部・収入保険

由布市

中
西
部
支
所

※地区名は担当地区です。
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田尻　賀昭
出張所長
全般・庶務

辛嶋　昭徳
主幹

園芸施設・任意
大分② 大分①

河野　正幸
課長補佐

農作物・畑作物
大分③

三ヶ尻賢二
係長

農作物・畑作物
由布市

猪下　貴志
係長

農作物・一般損防
由布市

高倉　慶一
係長

農作物・無人ヘリ
大分①

江藤　大介
係長

園芸施設・任意
由布市

後藤　龍典
係長

家畜・一般損防
大分③

磯田　穣志
主任

農作物・無人ヘリ
大分②

秋吉　智広
主事

家畜・女性部
由布市

佐藤　　武
支所長

支所総括
三重（新田、白山）・清川（白山、合川）

後藤　克彦
総務・リスク管理課　課長
全般・収入保険

緒方（本庁北部、南部知田区）

甲斐　秀一
総務・リスク管理課　審査役
庶務・収入保険

臼杵（下北、下ノ江）・直入

後藤　祐司
総務・リスク管理課　主事

経理・庶務
佐伯（鶴岡、八幡、西上浦）・清川（牧口）

大津　祐二
収穫共済課　課長

全般
竹田（宮城）

甲斐　彩茂
収穫共済課　審査役

水稲（評価）
野津（川登、戸上）

沓冠　修三
収穫共済課　審査役

水稲（引受）
千歳・臼杵（中臼杵、上北、市浜）

佐藤　健児
収穫共済課　課長補佐

畑作物・麦
野津（田野、戸上）

矢野　貴士
収穫共済課　主任

損害防止・果樹
佐伯（青山、上堅田、下堅田）、蒲江

秦　　敦靖
収穫共済課　主任

畑作物・麦
野津（南野津）

川越　雄志
収穫共済課　主事

水稲・果樹
久住（白丹）

豊田　光輝
収穫共済課　主事

果樹
大野（中部）

三代　雄二
資産共済第一課　課長

全般
緒方（本庁南部）

高木　向陽
資産共済第一課　審査役
家畜（引受）・診療所
犬飼（長谷、犬飼）

村上　浩治
資産共済第一課　審査役

家畜（事故）
臼杵（南津留、下南）・犬飼（戸上）

阿部　元治
資産共済第一課　係長

家畜（引受）
直川

黒木　昌暁
資産共済第一課　主査

家畜（事故）
宇目

河野　式部
資産共済第二課　課長

全般
野津（野津）・三重（百枝）

小野　君則
資産共済第二課　審査役
建物・任意事故

大野（東部、北部）

伊藤　正治
資産共済第二課　課長補佐

建物
朝地（志賀～鳥屋）・佐伯(木立、塩屋）

原田　武則
資産共済第二課　係長
農機具・任意全般
竹田（明治、豊岡）

橋迫　　武
資産共済第二課　係長

園芸施設
弥生・本匠

中澤　祐樹
資産共済第二課　主事

建物
大野（西部、南部）

石坂　悦祥
診療所所長（獣医師）

診療業務

荒巻　政志
嘱託（獣医師）

診療業務

曲　　敏光
嘱託

任意・基礎組織等
三重（菅尾、西部、東部、南部）

小田　恵司
資産共済課　主事

家畜
森・八幡

牲川　芳達
係長（獣医師）

家畜診療・損害防止

大越　弘人
技師（獣医師）

家畜診療・損害防止

惠藤　幸二
嘱託

家畜・診療所
日田③

中
西
部
支
所

・
大
分
出
張
所

南
部
支
所

※地区名は担当地区です。

※中西部支所および大分出張所の地区の詳細は下記の通りです。
大分①　野津原（東部、中部、西部、今市）、稙田、東稙田、賀来
大分②　大分、滝尾、戸次、判田、竹中、吉野
大分③　鶴崎、高田、松岡、川添、坂ノ市、丹生、佐賀関
日田①　日田、三芳、東有田、西有田
日田②　三花、小野、朝日、光岡
日田③　高瀬、五和、夜明、大鶴
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平
成
29
年
３
月
を
も
っ
て

退
職
し
た
職
員

瀧　
　
修
一�（
本
所　
副
参
事
）

曲　
　
敏
光�（
南
部
支
所　
支
所
長
）

神
鳥　
信
明�（
東
部
支
所　
支
所
長
）

石
川
治
一
郎�（
東
部
支
所

�
�

収
穫
共
済
課　
課
長
）

金
澤　
一
郎�（
北
部
支
所

�
�

収
穫
共
済
第
二
課　
課
長
）

※�

な
お
曲
敏
光
、
金
澤
一
郎
は
４
月

よ
り
嘱
託
と
し
て
勤
務
し
ま
す
。

吉隆　和博
課長補佐

家畜（引受）
緒方（長谷川、上緒方）

羽田野弘樹
課長補佐

家畜（事故）
緒方（上緒方、小富士）

高橋孝一郎
課長補佐

農作物・畑作物（評価）
荻（荻）

佐藤　英見
課長補佐
園芸施設
荻（柏原）

吉良　公貴
課長補佐

家畜（引受）
竹田（玉来、入田）

赤峰　浩之
課長補佐

農作物・畑作物（引受）
竹田（城原）

白石　竜治
係長

家畜（事故）
久住（都野）

神田　弘樹
係長
任意

久住（久住、都野）

河野　　剛
診療所　課長補佐

診療業務

衛藤　　誠
診療所　係長

診療業務

矢野　元信
支所長

支所総括

永野　敏昭
参事付部長
事業課総括

香々地

伊東　孝吉
総務・リスク管理課　課長

全般・収入保険
佐田

松崎　和弘
総務・リスク管理課　係長
経理・庶務・収入保険

真玉・玉津・水崎・呉崎

小畑　浩幸
収穫共済第一課　課長

全般
本耶馬渓

糸永由美子
収穫共済第一課　審査役
農作物（引受、未収）

院内・東院内

藤本　房丸
収穫共済第一課　審査役

農作物（評価）
山国・三保

石川　雅彦
収穫共済第一課　課長補佐

農作物（引受）
南院内・深見

松田　昭司
収穫共済第一課　課長補佐

農作物（評価）
豊川・駅館

衛藤　忠男
収穫共済第一課　係長

農作物（引受）
柳ヶ浦・長州

井石　和則
収穫共済第一課　係長

農作物（引受）
三光

片山　正治
収穫共済第一課　主査

農作物（評価）
和間

佐藤　大介
収穫共済第一課　主事
農作物（引受、一般損防）

高並・両川

岡﨑　博光
収穫共済第二課　課長

全般
和田・今津

高原　和成
収穫共済第二課　課長補佐

果樹
八幡

下山　賢剛
収穫共済第二課　課長補佐

畑作物
美和・都甲・草地

小野　廣明
収穫共済第二課　係長

果樹
安心院・深見

糸永　　翔
収穫共済第二課　主事

畑作物
西馬城・宇佐

甲斐　達文
資産共済課　課長

全般
天津

佐々木範光
資産共済課　主幹
家畜（引受、一般損防）
高田・来縄・河内・田染

中川　敏幸
資産共済課　主幹

家畜（事故）

亀井代志文
資産共済課　課長補佐

園芸施設・任意
封戸・北馬城

川谷　正一
資産共済課　課長補佐

家畜（事故）
麻生・横山・四日市・長峰

小川　格生
資産共済課　課長補佐

家畜（引受）
耶馬溪

井上　靖一
資産共済課　係長

園芸施設
大江・豊田・鶴居

坂口　純一
資産共済課　係長

農機具
高家・糸口

太田　　彰
資産共済課　主任

建物・農機具
津房

西山　哲彰
審査役

農作物・畑作物
竹田（松本、菅生）

平本　祐二
審査役
任意

直入（下竹田）

渡辺　　晋
審査役

家畜・診療所
竹田（嫗岳、宮砥）

嶺田　住雄
出張所長

全般
竹田（岡本、片ヶ瀬）・朝地（近地～小野）

小楠・如水・大幡

南
部
支
所・竹

田
出
張
所

北
部
支
所

※地区名は担当地区です。
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補
助
対
象
者

補
助
対
象
者
は
、
補
助
を
受
け
よ
う
と
す

る
年
度
の
畑
作
物
共
済
（
大
豆
）
に
加
入
し

て
い
る
組
合
員
ま
た
は
法
人
等
（
集
落
営
農

を
含
む
）
で
す
。

補
助
の
内
容

補
助
の
対
象
と
な
る
機
器
は
以
下
と
な
り

ま
す
。①

簡
易
畝
立
機

②
培
土
板

一
機
ご
と
の
助
成
額
は
税
込
み
購
入
金
額

の
50
％
と
し
、
５
千
円
を
限
度
と
し
ま
す
。
複

数
台
の
助
成
も
可
能
で
す
。

※
但
し
、
予
算
の
範
囲
内
と
な
り
ま
す
。

申
請
期
限

平
成
29
年
9
月
29
日
㈮
ま
で
に
所
定
の
申

請
書
に
購
入
証
明
書（
領
収
書
等
）を
添
付
し
、

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
は
各
支
所
・
出
張
所
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

大
豆
は
湿
害
に
よ
っ
て
発
芽
期
に
発
芽
不
良
を

起
こ
し
や
す
い
作
物
で
す
。
水
田
を
転
作
し
た
圃

場
で
の
栽
培
は
排
水
対
策
が
非
常
に
重
要
で
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
お
い
た
で
は
、
大
豆
栽
培
農
家

の
高
収
量
・
高
品
質
な
大
豆
栽
培
に
お
役
立
て
頂

く
た
め
、
簡
易
畝
立
機
・
培
土
板
の
購
入
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

事業のおしらせ

大
豆
栽
培
の
排
水
対
策
に
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

 

簡
易
畝
立
機
・
培
土
板
の

購
入
費
用
補
助
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

農
作
物
共
済（
水
稲
お
よ
び
麦
）

の
共
済
細
目
書
の
提
出
期
限
及
び
掛
金
払
込

期
限
に
つ
い
て
の
共
済
規
程
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

農作物共済の

※ 組合員の皆さまには、共済細目書及び掛金納入告知書送付の
際に再度通知をさせて頂きます。

　ご理解のほどよろしくお願い致します。

が変更になりました。

⃝共済細目書の提出期限
⃝掛金払込期限

畑
作
物
共
済（
大
豆
）補
助
事
業
の
お
知
ら
せ

農
作
物
共
済（
水
稲・麦
）

簡易畝立機「ちかのりくん」

水 稲

移植期 細目書の提出 掛　　金
払込期限

4月末日まで作付するもの 3月31日 7月31日

5月1日から5月末日まで作付するもの 4月30日 8月25日

6月1日以降に作付するもの 5月31日 8月25日

麦

播種期 細目書の提出 掛　　金
払込期限

１類～４類（小麦、二条大麦、六条大麦、裸麦） 11月15日 2月末日
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事業のおしらせ

簡
易
被
覆
材
展
帳
機

 
ら
く
は
り
く
ん
を
無
料
で
お
貸
し
し
ま
す
。

園
芸
施
設
共
済

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
お
い
た
で

は
園
芸
施
設
共
済
に
ご
加
入

の
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
、
展

帳
機
（
ビ
ニ
ー
ル
張
り
機
）

の
無
料
貸
出
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。

最
寄
り
の
支
所
ま
た
は
出

張
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

毎
年
約
３
５
０
件
発
生
し
て
い
る
農
作

業
死
亡
事
故
を
減
少
さ
せ
る
た
め
、農
林

水
産
省
で
は「
平
成
29
年�

春
の
農
作
業

安
全
確
認
運
動
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

組
合
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、農
作
業
中
の
安
全
確
認
に
は
十
分

注
意
し
て
い
た
だ
き
、安
全
意
識
の
向

上
と
、周
囲
へ
の「
声
か
け
」を
お
願
い
し

ま
す
。

農
林
水
産
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

事
故
事
例
や
安
全
作
業
に
取
り
組
む
た

め
の
マ
ニュ
ア
ル・パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
公
開
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、積
極
的
に
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。

お問い合わせはお近くの

　　　　　　　  （農業共済）へ

農林水産省HP（農作業安全対策）
http://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/

s_kikaika/anzen/#kenshusiryo

東 部 支 所 TEL.0978-63-4466
中西部支所 TEL.0973-72-3409
大分出張所 TEL.097-576-7461
南 部 支 所 TEL.0974-22-3330
竹田出張所 TEL.0974-63-2825
北 部 支 所 TEL.0978-32-1307

一 般 職 員

獣 医 師

採用予定者数	 若干名
受 験 資 格	 [高卒]昭和62年４月２日～平成12年４月１日生まれの方
	 [大卒]昭和62年４月２日～平成８年４月１日生まれの方
	 普通自動車運転免許（採用月日までに取得する場合を含む）
第１次試験	 平成29年10月29日㈰	ホルトホール大分(大分市)
申 込 期 間	 平成29年８月28日㈪から９月29日㈮
受験案内・申込書	 	７月10日㈪から本・支所にて配布します。また、NOSAI

おおいたホームページにも掲載の予定です。

採用予定者数	 １名
受 験 資 格	 獣医師免許（採用時までに取得見込の方を含む）
	 普通自動車運転免許（採用月日までに取得する場合を含む）
	 昭和52年４月２日以降生まれの方
選 考 方 法	 面接試験を行います（随時）。

【採用ガイダンス：８月18日㈮に本所にて開催予定】
採用試験の概要をはじめ、NOSAIの主要事業の紹介、先輩職員から
NOSAI職員として働くやりがいや魅力、勤務条件などをご説明します。

おおいた

職員採用試験のお知らせ
NOSAIおおいたでは、平成30年４月１日採用の一般職員および獣医師の採用試験を行います。

お問い合わせ
本所 総務部 総務課　担当：正木、角

TEL.097-544-8110

「らくはりくん」
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■
「
○
○
万
円
当
選
」
メ
ー
ル
は
詐
欺
！

　
今
年
に
入
り
、「
大
金
が
手
に
入
る
」
と
い

っ
た
携
帯
電
話
メ
ー
ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
情
報
に
騙
さ
れ
、
現
金
を
騙
し
取
ら
れ
る

詐
欺
被
害
が
県
内
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト

の
「
簡
単
に
お
金
が
稼
げ
る
」
と
い
う
広
告

に
騙
さ
れ
て
、
約
50
万
円
を
騙
し
取
ら
れ
る

被
害
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
簡
単
に
大
金
が

手
に
入
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

■
平
成
28
年
の
大
分
県
の
特
殊
詐
欺
被
害

　

昨
年
の
県
内
特
殊
詐
欺
被
害
で
は
、
架
空

請
求
と
還
付
金
等
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
架

空
請
求
が
全
体
の
半
数
以
上
を
占
め
、
そ
の

被
害
者
の
約
８
割
が
高
齢
者
以
外
と
な
っ
て

い
ま
す
。

■
警
察
官
を
か
た
る
詐
欺
発
生
！

　
最
近
、
警
察
官
を
か
た
る
オ
レ
オ
レ
詐
欺
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
犯
人
は
「
捜
査
の
た
め
お

金
を
預
け
て
」
と
言
っ
て
騙
そ
う
と
し
ま
す
。

警
察
官
か
ら
そ
の
よ
う
な
電
話
を
す
る
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
や
っ
と
春
の
陽
気
も
心
地
よ
い
季

節
に
な
り
、
さ
ら
に
農
繁
期
で
忙
し

い
時
期
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
さ
て
、
今
回
は
お
産
に
つ
い
て
お

話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
牛
は
平
均

２
８
５
日
間
の
妊
娠
を
経
て
分
娩
を

迎
え
ま
す
。
近
年
で
は
妊
娠
期
間
が

長
く
な
っ
て
い
る
と
の
報
告
も
あ

り
、
分
娩
予
定
日
を
過
ぎ
て
も
出
産

せ
ず
心
配
し
た
経
験
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
お
産
で
失
敗
し
て
し
ま
う

と
、
そ
れ
ま
で
の
苦
労
が
水
の
泡
と

な
り
何
も
残
り
ま
せ
ん
。
お
産
は
経

営
に
と
っ
て
も
大
変
重
要
で
す
。

お
産
の
進
み
方

　
そ
こ
で
改
め
て
基
本
的
な
分
娩
の

進
み
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
陣
痛
が

始
ま
る
と
、
母
牛
は
背
を
曲
げ
尾
を

上
げ
る
姿
勢
を
と
り
、
落
ち
着
き
な

く
ウ
ロ
ウ
ロ
し
始
め
ま
す
。
そ
し

て
、
一
次
破
水
（
褐
色
の
さ
ら
っ
と

し
た
液
体
）
が
起
こ
り
、
そ

の
後
足
胞
（
そ
く
ほ
う
）
が

み
え
て
二
次
破
水
（
や
や

白
っ
ぽ
い
ド
ロ
っ
と
し
た

液
体
）
が
あ
り
、
胎
児
の
前

肢
が
出
て
き
ま
す
。
一
般
的

に
胎
児
は
う
つ
伏
せ
の
状

態
で
出
て
き
ま
す
。
胎
児
が

う
つ
伏
せ
で
後
肢
か
ら
出
て
く
る
場

合
も
正
常
で
す
。

　

お
産
に
か
か
る
時
間
は
牛
に
よ
っ

て
ま
ち
ま
ち
で
す
が
、
異
常
な
場
合

も
あ
る
為
、
あ
る
程
度
の
時
間
が
経

過
し
た
り
他
に
気
に
な
る
よ
う
な
事

が
あ
れ
ば
、
自
身
で
産
道
に
手
を
入

れ
て
胎
児
の
状
態
を
確
認
し
て
み
る

こ
と
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
、
迅

速
に
獣
医
師
へ
の
往
診
依
頼
を
行
う

べ
き
か
、
こ
の
ま
ま
様
子
を
見
る
べ

き
な
の
か
、
状
況
の
把
握
が
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
分
娩
時
の
事
故
を

減
少
さ
せ
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

　
近
所
に
獣
医
師
が
い
れ
ば
す
ぐ
に

状
況
判
断
が
で
き
ま
す
が
、
現
実
は

そ
う
で
な
い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

す
。
子
牛
価
格
が
高
騰
し
て
い
る

中
、
挑
戦
し
て
み
る
こ
と
も
大
切
か

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
皆

さ
ん
の
怪
我
や
事
故
に
繋
が
る
恐
れ

も
あ
る
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
無
理
は

し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

南部支所竹田家畜診療所

獣医師　衛
え と う

藤　誠
まこと

見直そう、お産診療所だより

【
被
害
の
内
容
】

　
大
分
市
内
に
住
む
被
害
者
の
携
帯
電

話
に
「
８
、０
０
０
万
円
当
選
し
た
」

と
の
メ
ー
ル
が
届
く
。

　
被
害
者
が
返
信
を
し
た
と
こ
ろ
、
犯

人
か
ら
「
５
、０
０
０
円
分
の
電
子
マ

ネ
ー
カ
ー
ド
を
購
入
し
て
、
カ
ー
ド

の
番
号
を
メ
ー
ル
で
送
っ
て
く
れ
れ
ば

当
選
金
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
」
と

メ
ー
ル
が
き
た
。

　
こ
の
話
を
信
じ
た
被
害
者
は
、
コ
ン

ビ
ニ
で
電
子
マ
ネ
ー
を
購
入
し
、
番
号

を
メ
ー
ル
で
犯
人
に
お
く
っ
た
。

　
し
か
し
、
一
向
に
当
選
金
の
支
払
い

が
な
く
、被
害
者
は
詐
欺
と
気
づ
い
た
。

安全安心
地域づくり 「大金が手に入る」メールに注意！

う
ま
い
儲
け
話
に
は
、
必
ず
裏
が
あ
る

中
なかしまひろふみ

島洋文 室長

大分県警察本部
生活安全部生活安全企画課

安全・安心まちづくり推進室

架空請求
128件
58.4%

オレオレ詐欺
22件 10.0%

融資保証
12件 5.4%

ギャンブル
3件 1.4%

金融商品 １件 0.5%
交際斡旋 １件 0.5%
その他 ３件 1.4%

還付金
49件

22.4%

被害者手口別割合
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地域と健康のために

私
は
、
共
済
部
長
・
損
害
評
価
員
を

務
め
て
８
年
目
に
な
り
ま
す
。
水

稲
約
47
ア
ー
ル
と
果
樹
（
く
り
）
15
ア
ー

ル
の
他
に
、
約
50
ア
ー
ル
の
畑
で
甘
藷
な

ど
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
県
内
で
は
過
疎
化
が
進
ん
で
い

ま
す
が
、
私
の
担
当
す
る
野
津
町
の
東
光

寺
地
区
は
戸
数
が
39
戸
あ
り
、
昔
か
ら
ほ

と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

高
齢
化
は
避
け
ら
れ
ず
、
60
代
か
ら
70
代

が
多
く
、若
者
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
定
年
ま
で
行
政
の
仕
事
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
農
業
は
体
力
づ
く
り
の
一
環

と
思
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
農
繁
期
に
は

長
男
が
機
械
を
使
い
、
田
植
え
や
稲
刈
り

な
ど
を
一
緒
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
畑

で
は
お
茶
や
甘
藷
・
ス
イ
カ
を
栽
培
し
て

い
ま
す
。

　
中
学
校
か
ら
ず
っ
と
野
球
を
し
て
い
た

経
験
か
ら
、
少
年
野
球
の
監
督
や
高
校
野

球
の
審
判
を
し
て
い
ま
し
た
。
元
々
体
を

動
か
す
こ
と
が
好
き
で
、
現
在
は
還
暦
野

球
チ
ー
ム
で
監
督
を
務
め
、
週
に
３
回
練

習
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
当
地
区
は
、
こ
こ
数
年
イ
ノ
シ
シ
が
増

え
ま
し
た
。
一
昨
年
に
は
市
の
補
助
を
活

用
し
て
、
田
ん
ぼ
に
柵
を
し
ま
し
た
。
獣

害
の
被
害
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、

被
害
が
あ
っ
た
際
に
は
、
損
害
評
価
員
と

し
て
評
価
を
適
切
に
し
な
け
れ
ば
と
責
任

を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
区
の

た
め
、
健
康
の
た
め
に
農
業
に
携
わ
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

南部支所（野津町 東光寺地区）

甲
か い

斐  啓
け い じ

治さん（69） 担当戸数39戸

新品のサツマイモ洗浄機を前に笑顔の甲斐さん

農地の保全に取り組む

共
済
部
長
、
損
害
評
価
員
を
務
め
て

12
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

私
自
身
、
水
稲
を
約
11
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

大
麦
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。
そ
の
他
、
刈
取
委
託
作
業
も
10
ヘ
ク

タ
ー
ル
ほ
ど
行
っ
て
、
妻
も
ト
ラ
ク
タ
ー

な
ど
に
乗
っ
て
作
業
に
協
力
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。現
状
の
面
積
で
も
妻
を
は
じ
め
、

周
り
の
協
力
が
な
け
れ
ば
や
っ
て
い
け
ま

せ
ん
の
で
、
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
今
は
ど
の
地
域
で
も
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
私
の
地
区
で
も
高
齢
化
、
後
継

者
不
足
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
区
で
も
法
人
化
や
農
地
集
積
を
目
指

し
て
は
い
ま
す
が
、
様
々
な
事
由
に
よ
り

で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
し
た
。
私
と

同
世
代
数
名
が
、
こ
の
地
区
で
農
業
を
営

ん
で
い
ま
す
が
法
人
化
は
難
し
く
、
半
ば

諦
め
か
け
て
い
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
農

地
集
積
が
で
き
は
じ
め
、
少
し
ず
つ
で
す

が
農
地
拡
大
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
将
来
的
に
は
周
り
の
方
と
協
力
し
、

地
域
の
農
地
の
維
持
保
全
に
貢
献
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
同
職
を
努
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
が
、
自
分
自
身
の
農
作
業
と
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
の
業
務
が
重
な
り
、
担
当
の
職
員
に

は
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
す
が
、
で
き
る
こ

と
を
や
り
遂
げ
、
新
た
な
気
持
ち
で
取
り

組
ん
で
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

北部支所（豊後高田市草地）

近
こんどう

藤  勝
かつ

司
じ

さん（54） 担当戸数13戸

「周りの協力に感謝しています」と近藤さん
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保
健
師
さ
ん
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス

　

骨
粗
鬆
症
の
治
療
の
目
的
は
骨
折
を
防

ぐ
こ
と
で
す
。「
骨
密
度
を
上
げ
て
骨
を
丈

夫
に
す
る
」「
転
倒
し
な
い
た
め
の
体
力
づ

く
り
を
す
る
」
た
め
に
は
、
運
動
と
食
事

の
改
善
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
薬
が
使

わ
れ
ま
す
。

運
動
で
骨
を
守
る

　
運
動
を
行
う
と
、
骨
密
度
が
１
～
３
％
上

が
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
運
動
能

力
を
高
め
る
効
果
も
あ
り
、
転
倒
予
防
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　
少
し
き
つ
い
と
感
じ
る
程
度
の
運
動
が
理

想
で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
階
段
の
上
り
下
り
、

ス
ク
ワ
ッ
ト
と
い
っ
た
運
動
が
効
果
的
で

す
。
も
し
運
動
で
痛
み
が
出
た
場
合
、
１
時

間
以
内
に
治
ま
る
よ
う
な
ら
続
け
て
も
問
題

は
あ
り
ま
せ
ん
。
痛
み
が
翌
日
ま
で
続
く
と

き
は
、
数
日
は
運
動
を
休
み
ま
し
ょ
う
。

　
骨
粗
鬆
症
と
診
断
さ
れ
て
い
る
方
は
、
安

全
の
た
め
に
、
自
分
に
で
き
る
運
動
の
種
類

や
量
、
ペ
ー
ス
な
ど
に
つ
い
て
、
主
治
医
と

よ
く
相
談
し
て
か
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

食
事
で
健
康
的
な
骨
を
作
る

　
骨
粗
鬆
症
の
予
防
と
治
療
で
は
、
日
々
の

食
事
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
健
康
な
骨
を
作

る
の
に
必
要
な
栄
養
素
を
積
極
的
に
摂
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

薬
に
よ
る
治
療

　
運
動
と
食
事
の
改
善
だ
け
で
は
不
十
分
な

場
合
は
、
骨
折
を
防
ぐ
た
め
に
、
薬
に
よ
る

治
療
が
行
わ
れ
ま
す
。
骨
粗
鬆
症
の
薬
に
は
、

３
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
、
中
に
は
使
用
頻
度

が
異
な
る
薬
が
あ
り
ま
す
。
ど
れ
を
使
う
か

は
、
骨
の
状
態
や
年
齢
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

な
ど
に
合
わ
せ
て
選
ば
れ
ま
す
。
基
本
的
に
、

骨
折
を
起
こ
し
た
人
、
骨
量
を
減
ら
す
よ
う

な
病
気
の
あ
る
人
、
運
動
や
栄
養
の
摂
取
が

不
足
し
て
い
る
人
は
、
薬
を
続
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

早
期
発
見
の
た
め
検
診
を

　

骨
粗
鬆
症
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
に

は
、
骨
密
度
の
検
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
特
に
女
性
は
若
い
年
齢
の
こ
ろ
か
ら

チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
閉
経
後
は
数
年
に
１
回
は
検
査
を
受
け

ま
し
ょ
う
。
男
性
も
、
運
動
不
足
な
ど
、
な

り
や
す
い
と
さ
れ
る
人
は
検
査
を
受
け
て
お

く
と
安
心
で
す
。
検
査
は
整
形
外
科
な
ど
の

医
療
機
関
や
自
治
体
が
行
っ
て
い
る
検
診
な

ど
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
日
田
市
医
師
会
立
日
田
検
診
セ
ン
タ
ー

保
健
師　
渡
辺　
綾
子

骨こ
つ
そ
し
ょ
う
し
ょ
う

粗
鬆
症

骨粗鬆症になりやすい人

カ
ル
シ
ウ
ム

乳
製
品
や
大
豆
製
品
、
緑
黄
色
野
菜
、
海

藻
、
魚
、
ゴ
マ
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
気
に
な
る
方

は
牛
乳
を
低
脂
肪
の
も
の
に
変
え
、
血
圧

が
高
い
方
は
チ
ー
ズ
や
小
魚
な
ど
は
塩
分

も
多
く
含
む
た
め
控
え
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ

海
の
魚
や
き
の
こ
類
に
多
く
含
ま
れ
ま
す
。

カ
ル
シ
ウ
ム
が
腸
で
吸
収
さ
れ
る
の
を
助

け
る
働
き
が
あ
り
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く

含
む
食
品
と
一
緒
に
摂
る
と
効
果
的
で
す
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｋ

納
豆
や
緑
黄
色
野
菜
、
卵
な
ど
に
多
く
含

ま
れ
、
骨
を
作
る
働
き
を
促
す
作
用
が
あ

り
ま
す
。

た
ん
ぱ
く
質

肉
、
魚
、
卵
、
乳
製
品
、
大
豆
製
品
に
多

く
含
ま
れ
ま
す
。
骨
の
質
を
高
め
る
コ
ラ
ー

ゲ
ン
な
ど
の
材
料
と
な
り
ま
す
。
ま
た
骨

を
守
る
役
割
の
あ
る
筋
肉
を
作
る
た
め
に

も
た
ん
ぱ
く
質
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
無
理

な
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
粗
食
を
し
た
り
せ
ず
に
、

た
ん
ぱ
く
質
は
き
ち
ん
と
と
り
ま
し
ょ
う
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群

肉
、
魚
、
緑
黄
色
野
菜
、
精
製
さ
れ
て
い

な
い
穀
物
な
ど
に
含
ま
れ
ま
す
。
た
ん
ぱ

く
質
が
分
解
さ
れ
る
と
き
に
、
ビ
タ
ミ
ン

Ｂ
群
が
不
足
し
て
い
る
と
、
有
害
物
質
が

た
ま
っ
て
骨
と
血
管
を
傷
め
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。

□ 高齢者

□ 閉経後の女性

□ 過度なダイエットをした人

□ 運動不足の人

□ 喫煙、過度の飲酒をする人

□ 糖尿病や慢性腎臓病などの
生活習慣病がある人

□ 家族に骨粗鬆症のある人がいる人

　
骨
粗
鬆
症
と
は
、
骨
が
ス
カ
ス
カ
に
な
っ
て
も
ろ
く

な
る
病
気
で
す
。
骨
密
度
の
低
下
や
骨
質
の
劣
化
が
原

因
で
起
こ
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
転
倒
で
も
骨
折
を
す
る

よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
日
本
の
骨
粗
鬆
症
患
者

数
は
約
１
、２
８
０
万
人
と
推
計
さ
れ
、
女
性
は
男
性

の
３
倍
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
に
な
る
ほ
ど
患
者

数
は
増
加
し
ま
す
。

健康な骨

骨粗鬆症の骨
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し
て
い
た
里
の
駅
で
、
現
在
は
吉
野
安
幸
さ
ん

（
61
）
が
引
き
継
ぎ
、
経
営
し
て
い
る
。

　

吉
野
さ
ん
は
、「
普
段
は
地
元
の
お
客
さ
ん

が
多
い
で
す
が
、
週
末
は
大
分
市
か
ら
竹
田
市

方
面
の
観
光
地
へ
向
か
う
お
客
さ
ん
が
多
く
立

ち
寄
り
ま
す
よ
」
と
話
す
。

　
隣
接
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
団
子
汁
定
食

な
ど
の
郷
土
料
理
も
食
べ
ら
れ
る
。

　
「
県
道
４
１
２
号
線
は
、
山
道
で
休
む
と
こ

ろ
が
少
な
い
と

思
い
ま
す
。
野

津
原
へ
お
越
し

の
際
は
ぜ
ひ
休

憩
に
お
立
ち
寄

り
下
さ
い
」
と

吉
野
さ
ん
。

食
材
に
も
こ
だ
わ
り
ア
リ
！

　

阿
部
さ
ん
の
父
親
は
農
業
を
営
ん
で
お
り
、

「
ト
マ
ト
・
ハ
ー
ブ
類
な
ど
は
、
父
が
作
る
自

家
産
を
使
い
、
足
り
な
い
野
菜
は
す
べ
て
県
内

産
を
使
用
し
て
い
ま

す
」
と
食
材
も
安
心
な

地
元
産
に
こ
だ
わ
る
。

　

メ
ニ
ュ
ー
は
パ
ス

タ
や
ピ
ザ
が
単
品
で

８
０
０
～
１
，
０
０
０

円
程
度
。
サ
ラ
ダ
・
ド

リ
ン
ク
付
ラ
ン
チ
セ
ッ

ト
が
１
，
２
０
０
円
。

　
「
是
非
、
パ
ス
タ
や

ピ
ザ
を
食
べ
に
来
て
下

さ
い
」
と
笑
顔
の
阿
部

さ
ん
。

立
ち
寄
り
た
く
な
る
お
店

　
大
分
市
野
津
原
町
今
市
の
県
道
４
１
２
号

線
に
あ
る
「
里
の
駅　
ひ
ぐ
ら
し
茶
屋
」。

　
地
元
で
採
れ
た
新
鮮
な
季
節
野
菜
を
は
じ

め
、
４
、５
月
に
は
タ
ケ
ノ
コ
や
ゼ
ン
マ
イ
、

ワ
ラ
ビ
な
ど
の
山
菜
が
店
頭
に
並
ぶ
。
ま
た
、

川
魚
の
佃
煮
や
、

酢
漬
け
に
し
た

キ
ャ
ベ
ツ
で
寿

司
を
包
ん
だ
地

元
名
物
『
の
つ

は
る
寿
司
』
も

販
売
し
て
い
る
。

　

同
店
は
旧
野　

津
原
町
が
運
営

地
元
を
元
気
に
！

　
杵
築
市
山
香
町
立
石
の
国
道
10
号
線
か
ら

見
え
る
イ
タ
リ
ア
料
理
店
「
ベ
ア
ト
リ
ー

チ
ェ
」
は
、
今
年
６
月
で
オ
ー
プ
ン
し
て
３

年
目
を
迎
え
る
。

　

オ
ー
ナ
ー
の
阿
部
修
一
さ
ん
は
、
調
理

専
門
学
校
を
卒
業
後
、
東
京
や
大
分
市
な

ど
で
コ
ッ
ク
と
し
て
腕
を
磨
き
、「
地
元
を

元
気
に
し
た
い
」

「
昼
食
や
夕
食
メ

ニ
ュ
ー
の
選
択

肢
の
一
つ
に
な

れ
ば
」
と
地
元
の

山
香
町
に
帰
り
、

イ
タ
リ
ア
料
理

店
を
開
業
し
た
。

新
鮮
な
地
元
野
菜
や
山
菜
が
並
ぶ

「
里
の
駅
　
ひ
ぐ
ら
し
茶
屋
」

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
イ
タ
リ
ア
料
理
店

「
ベ
ア
ト
リ
ー
チ
ェ
」

野菜が並ぶ店内　「どれも新鮮ですよ！」と吉野さん

「是非いらして下さい」と阿部さん

川魚の佃煮も販売

オシャレな外観が目印！

名物「のつはる寿司」もオススメ
里の駅　ひぐらし茶屋
℡097-589-2818
大分市大字今市2563-1　代表者　吉野安幸
営業時間／8：00～18：00
定 休 日／年中無休（年末年始休み）
レストラン 営業時間／11：00～15：00
レストラン 定 休 日／月曜

イタリア料理　「ベアトリーチェ」
℡0977-51-5191
杵築市山香町大字立石5461-2
営業時間／昼 11：30～14：00
　　　　　夜 予約がある場合のみ対応
定 休 日／火曜日

アイランドゴルフ
ガーデン大分

丸山八幡神社

今市美容室今市

今市石畳

奥
産
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

ひぐらし茶屋

412

10

10

716

イタリア料理
「ベアトリーチェ」

立石駅

杵築市立
立石小学校

立石山
ドライブイン
立石山
ドライブイン

日
豊
本
線

日
豊
本
線 竜ケ尾交差点
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緒
方
さ
ん
は
水
稲
４・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
麦
３・
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
大
豆

１・３
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
栽
培
し
て
い
る
。
決
し
て
条
件
の
い
い
土
地
で
は
な

い
中
山
間
地
域
で
、
地
域
の
担
い
手
と
し
て
奮
闘
し
て
い
る
。
農
作
業
も

田
植
え
や
稲
刈
り
な
ど
27
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど
作
業
受
託
し
、
夏
場
に
は
無

人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
も
活
躍
す
る
。

　
昨
年
度
は
県
主
催
の
水
田
経
営
発
展
塾
で
先
進
技
術
を
１
年
間
学
び
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
。「
作
る
か
ら
に
は
少
し
で
も
収
量
を
多
く
、
品
質
の
い
い
も

の
を
作
る
こ
と
に
心
が
け
た
い
」
と
緒
方
さ
ん
は
話
す
。

　
「
将
来
は
地
元
に
根
ざ
し
た
農
業
経
営
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
父
や

祖
父
が
基
盤
を
作
っ
て
く
れ
た
の
で
、
今
こ
う
し
て
農
業
経
営
が
で
き
て

い
る
。
私
も
息
子
に
引
き
継
げ
る
よ
う
更
な
る
基
盤
を
つ
く
り
、
息
子
に

い
つ
か
後
を
継
い
で
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
今
後
に
つ
い
て
話
し

て
く
れ
た
。

今月号の表紙

ハガキまたはEメール
に下記の①～⑤を記入
いただき、お申し込み
ください。当選者は発
送をもって発表にかえ
させていただきます。
①クイズの答え
② 感想や１番よかった

記 事、NOSA Iへ の
質問や要望

③郵便番号、住所
④氏名、年齢
⑤電話番号
●ハガキのお送り先

〒870-0822
大分県大分市大道町
３丁目１番１号
大分県農業共済組合
広報係

●Eメールのお送り先
　 kirari@nosai-oita.jp

Q.問題
ＮOSAI（農業共済）制度は、本年12月に施行70周年を迎え
ます。この度、70周年をPRするキャッチフレーズが募集の結
果決定しました。何というでしょうか？

（漢字およびひらがなで記載してください）

【応募の締め切り】
2017年５月28日（日）　（消印有効）

【第14号（１月号）クイズの正解】　ソウゴウ

「からし椎茸」「柚子胡椒」「万年のつぼ漬梅干」

備えの□□□□□。
ヒント：表紙や５ページ上段を見てね！

　応募総数 91 通のうち、正解者は 87 通でした。
抽選の結果、5 名の方に「国東産オリーブの無添加
石鹸」をお贈りしました。

工房あぐりの３点セット

•本人　緒　方　　　優
まさる

さん（37）
•妻　　　　　　一

いち
　美

み
さん（45）

•長女　桃
もも

　珀
は

ちゃん （11）
•長男　　　琥

たける
くん （７）

《杵築市山香町　緒方さんファミリー》

辛さがクセになる「からし椎茸」、何にでもあう「柚子胡椒」、南高う
めを使用した「万年のつぼ漬梅干」をどうぞ！

「ご飯のおともや、お酒のおつまみ
に合いますよ」と工房あぐり代表の
相良成子さん
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昭
和
22
年
に
制
定
さ
れ
た
農
業
災
害
補
償

制
度
は
、本
年
、制
度
施
行
70
周
年
と
い
う
節

目
の
年
を
迎
え
ま
す
。

　
農
作
物（
米
・
麦
）、蚕
繭
、家
畜
の
三
つ
の

共
済
事
業
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
本
制
度
は
、

時
代
の
変
化
と
と
も
に
任
意
、果
樹
、畑
作

物
、園
芸
施
設
と
事
業
を
追
加
拡
大
し
て
き

ま
し
た
。そ
し
て
現
在
、現
行
制
度
の
改
正
と

収
入
保
険
制
度
の
導
入
と
い
う
大
転
換
を
前

に
、
70
周
年
と
い
う
節
目
が
一
層
重
み
の
あ

る
年
に
な
る
と
と
も
に
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
新

た
な
ス
タ
ー
ト
に
な
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、全
国
の
応
募
か
ら
70
周
年
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
が
、「
備
え
の
種
を
ま
こ
う
。」に

決
定
し
ま
し
た
。こ
の
フ
レ
ー
ズ
を
合
言
葉

に
、今
後
も
リ
ス
ク
に
対
す
る
備
え
の
大
切

さ
を
呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
。
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【作り方】
①キャベツ、アスパラはラップに包んでレンジで軽く加熱。（生で

もよい）
②１/２したアスパラ３本をキャベツで巻く、さらに豚肉で巻く。
③片栗粉を薄くまぶす。
④フライパンに油を熱して③を転がしながら焼く。
⑤Aをからめて汁気がなくなるまで煮る。
※参考：アスパラガスは5ミリ幅の斜め切りして酢味噌で和えた

り、ゆで卵と一緒にマヨネーズで和えるのも美味しいですよ。

【材料】（１人前）

アスパラの肉巻き

農業のかたわら、
地域活動栄養士として
活躍している。

さとう　ひろみレシピ提供
竹田市荻町 佐藤 弘美さん

豚モモ薄切り 70g
キャベツ 小２
アスパラガス ２～３本
片栗粉 少々
油 少々

中津市
かね  だ  え  り

金田　恵理さん（26）

がんばる若者を応援します！ ①現在の仕事内容
②仕事で苦労したこと
③仕事で喜びを感じること

④自分のチャームポイント
⑤休日の過ごし方
⑥10年後の自分は？

①家畜診療所に勤務し家畜
の診療を行っています。

②県外出身のため土地勘が
なく、農家を覚えることが
大変でした。

③初めて経験する症状を完
治させ、元気になってくれ
たことが嬉しかったです。

④スポーツが好きで体が丈
夫なこと。

⑤２匹の愛猫と過ごすこと
が癒しです。

⑥畜産農家の助けとなるよ
うな高度な医療を提供出
来るようになりたい。

竹田市久住町
え とう けい すけ

江藤　圭介さん（32）

竹田市久住町
え とう けい すけ

江藤　圭介さん（32）

①繁殖牛45頭、水稲47アー
ルを両親と一緒に行って
います。

②仔牛の育成で分娩から3ヶ
月くらいまでの管理が大
変です。

③肥育農家さんから褒められ
た時が一番うれしいです。

④笑顔。
⑤少年野球の監督として週

2～3日指導しています。
⑥経営規模が今の倍になる

ように頑張ります。

①繁殖牛45頭、水稲47アー
ルを両親と一緒に行って
います。

②仔牛の育成で分娩から3ヶ
月くらいまでの管理が大
変です。

③肥育農家さんから褒められ
た時が一番うれしいです。

④笑顔。
⑤少年野球の監督として週

2～3日指導しています。
⑥経営規模が今の倍になる

ように頑張ります。

A

しょう油 大さじ１
みりん 大さじ１
酒 大さじ１
砂糖 大さじ１/２

「NOSAIおおいた」は、大分県農業を支える農業共済組合です
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農業共済制度施行70周年
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